
　那覇市内から車で約1時間、蒼い海と白い砂浜が広
がる読谷村・残波岬に近接するロイヤルホテル沖縄残
波岬。沖縄におけるビーチリゾートの草分けとして大和
リゾート株式会社が1988年に開業。以来、国内外から
多くの観光客を迎え入れている。全465室、敷地面積約
12万㎡、プールや温浴施設、屋内スポーツパークも備
える大型リゾートに必要な電力や熱を供給しているの
が、LNGを燃料とするコージェネレーションシステム。災
害発生時には客室や温浴施設を地元住民に開放するな
ど、災害対応拠点としての機能も担う。

　エネルギーの低炭素化、電力系統への貢献、強靭性
(レジリエンス)の向上などに取り組み、SDGsへの貢献
を目指す同ホテルを取材した。

コージェネ導入のポイント
リゾートホテルの省エネ・低炭素化および 
エネルギー使用合理化
台風等、自然災害発生時の災害対応拠点とし
ての地域貢献
大和リゾート全社の省エネ・省CO₂取り組みの
牽引役に
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LNGを燃料とするコージェネで省エネ・低炭素化を実現、
災害対応拠点としての地域貢献も

ロイヤルホテル
沖縄残波岬

■ 施設概要
所 在 地 沖縄県中頭郡読谷村字宇座1575
建物規模 地上13階
構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造
面 積 建築面積：15,403㎡／延床面積：53,075㎡

開業年月
1988年7月

（コージェネは2005年に稼働、
2019年に発電機2台のうち1台をガス焚きに更新）

客 室 数 465室　敷地面積約12万㎡
（テニスコート、プール、屋内スポーツ施設等有）
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Case3

ガスエンジン・コージェネ（400ｋW×1台）

取材・文：池原 威徳

SDGs コージェネ



コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム製
モ デ ル 名 EP400G-6D

燃 料 種 別 天然ガス
（LNGサテライト）

定 格 出 力 400ｋＷ
台 数 1台
温水取出温度 90℃

効 率
（カタログ値）

総合：73.8％
発電：41.2％
排熱回収：32.6％

排熱回収容量 1,137.8MJ
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■ エネルギーフロー図

廃熱

LNG
サテライト
（50kL）

ホテル館内
給湯・暖房

空調

給湯

電力

温水ヒーター
(1,163kWx2基)

温水ヒーター
(581kWｘ1基) 

吸収式冷温水器
（400RTｘ2基）

（1,000kW）
系統電力

（50kL）
A重油

※うち、1基は廃熱投入型

展望露天風呂側設備

ガスエンジン・
コージェネ
(400kW)

A重油発電機
(500kW)

27


